
専門性を発揮できる
特定行為研修修了者の活躍支援

静岡県藤枝市立総合病院 達家 好美



・許可病床数 564床

（ICU8 NICU6 救急救命病棟20含む）

・病床利用率 75.4％ ・在院日数 12.8日

藤枝市立総合病院の概要

＜2022年4月現在＞

職員数 1293人

医師 144人 診療科 35 科

看護職 621人

専門看護師 2分野 3人

認定看護師 10分野 23人

特定看護師 6人

（2022年10月現在 特定看護師 8人）

看護職 平均年齢 35.7歳 離職率 5.1％

＜主な指定＞

地域医療支援病院

臨床研修指定病院

卒後臨床研修評価機構指定病院

地域がん診療連携拠点病院

救命救急センター

災害拠点病院

静岡DMAT指定病院

当院内規により、特定行為研修
修了者を特定看護師と称する



当院を取り巻く環境（藤枝市）

藤枝市 人口 142000人
65才以上高齢化率29.6％（2022年）

出典：国立社会保障・人口問題研究所
将来の地域別男女5歳階級別人口（平成30年）



求められている役割

幅広い急性期医療を担う病院

地域を支える基幹病院

健全な経営基盤の下持続的な医療を提供する病院

１

２

３ ～厳しき科学と温かき心～
質が高く、安心・安全な医療を提供し、

恒常的な健全経営を目指す

救急 術中 術後管理
看護の質向上



当院の特定行為研修受講の背景

• 藤枝市の特徴(2017年当時）

• 人口 146000人 高齢化率 28．9％

在宅や介護施設などから

脱水や肺炎を繰り返し救急搬送事例が多い

褥瘡の管理に難渋している

地域を含めて看護力の向上が必要

日本看護協会が開催する認定看護師のための特定行為研修の受講により
地域において活躍できる人材を育成できる

地域医療支援病院
が地域で活躍する
人材を育成



特定看護師育成 組織体制整備

2018年

特定行為推進
プロジェクトチーム

2019年

特定行為推進
委員会

2020年

看護部内に

特定行為推進
担当者を配置

2021年

教育研修センター
特定行為推進室

働き方改革
推進法

2017年～2018
年 「特定行為」
について指導医
に個別説明

2019年

・診療部全体へ
「当院の特定行為について」
説明
・特定看護師からアピール



実習協力施設から指定研修機関へ

術後を安心して
任せる看護師を
増やしたい

麻酔医師が不足
救急患者対応を
充実させたい

特定看護師を
配置して準備



2021年 特定行為研修 秋コース開講

5区分の特定行為

・呼吸器（気道確保）関連
・呼吸器（人工呼吸療法）関連
・栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連
・動脈血液ガス分析関連
・循環動態に係る薬剤投与関連



ジェネラリストの特定看護師、
リーダーナースを特定看護師に！！

当院での育成

2021年秋
救急外来 1人
集中治療室1人（認定）

2022年春
救急病棟 1人
救急外来 1人

2022年秋
手術室 1人
感染管理 1人（認定）



特定看護師の活動
（2017年度～2019年度修了者）

育成年度 認定領域 特定行為 配属場所 活 動

A 2017年 手術看護
基本モデル

2020年 区分追加

地域包括ケア推進
→ 特定行為
推進担当

手術室麻酔補助 輸液管理
訪問看護同行 輸液投与

B 2018年 感染管理 感染管理モデル 感染管理室
CVカテーテル抜去
PICCカテーテル挿入

C 2018年
皮膚排泄
ケア

皮膚創傷ケア
モデル

皮膚排泄ケア担当
退院後患者の褥瘡管理

褥瘡チーム内での処置 一部実施

D 2019年 集中ケア 集中ケアモデル 集中治療室
挿管チューブの位置調整

人工呼吸器離脱に向けた呼吸器設
定の調整 など



特定看護師の活動
（2021年度以降の修了者）

育成年度 認定領域 特定行為 配属場所 活 動

E 2021年
秋

なし
呼吸器関連（気道

確保）

呼吸器関連（人工
呼吸療法）

動脈血ガス分析

栄養及び水分

循環動態に係る薬
剤投与

救急外来
救急患者対応

フィジカルアセスメント 血液ガス

F 2021年
秋

集中ケア 集中治療室
挿管チューブの位置調整

人工呼吸器離脱に向けた呼吸器
設定の調整など

G 2022年
春

なし 救急病棟 救急重症患者管理

H 2022年
春

なし 救急外来 救急外来受診患者管理



当院の研修修了者が実施できる特定行為

12
１1区分 ２1行為 研修修了



特定行為研修受講者の支援

1．研修受講は以下の割合で勤務扱いとする

1）共通科目

eラーニング 取得単位時間の80％

試験・演習は100％

2）区分科目

eラーニング 取得単位時間100％

試験・演習・OSCEは100％

3）実習 全期間を勤務100％

2．費用について

病院職員の資格・免許取得等支援要項に則り、受講料の支援あり



特定看護師の活躍支援

・特定行為が実践できる部署への配置

・活動の可視化

→ 活動理解を深める

→ 活躍の範囲を拡大させる

・活動時間の確保（認定特定） 2日／月 程度

・特定看護師であることを明示できる

ユニフォームの検討

・・・の状
態なので、
○○しては
どうでしょ
うか？

確かに・・
では○○しょう

勉強になります



745件の実施 1781件の実施

特定看護師の実績 （青）実施（赤）直接指導下実施（緑）一部実施

2020年度 2021年度



今後の活躍にむけて

特定看護師は、それぞれの
領域や、チームにおいて指導
医とペアで活動

特定看護師の高いアセスメント力を
活かした特定看護師チームによる
組織横断的活動

急変ハイリスク
患者ラウンド

一般病棟は業務
がいっぱい～



現状と今後の課題（活用拡大）
活動は院内
特定行為は医師
の指示が必要

地域活動

医師会へ
働きかけ



看護師の特定行為の効果

看護の質向上

• アセスメント能力の
向上

• 異常の早期発見

• 医師への適正な報告

• 安全な患者管理

タスクシフト・シェア

• 医師の代行で行為
実施

• 行為に係る一連の流
れを少人数で実施可能

• 時間外医行為の縮減

患者サービス向上

• 早期診断の援助

• 早期離床、医療器具
の早期離脱

• 在院日数の短縮

• 早期回復



絶対的医行為

特定行為研修修了者の活躍支援のために

・さらなる特定看護師の育成、活用のために、個人負担（時間・費用）を減らす

・取得行為を活かして特定看護師を適正に配置する

・特定行為が実践できる環境を整えるために、特定看護師活用の理解者を
増やし、活動できる体制を整備する

・理解を広げるために特定行為の実践を可視化し伝える

ま と め

医師 看護師

相対的医行為 療養上の世話
特定行為



ご清聴ありがとうございました

看護部紹介パンフレットでも特定看護師をアピール


